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はじめに 

 愛媛県における養蚕業は明治以降近代化を支える基盤企業として、国内のみならず世界

を舞台に発展してきたが、近年、養蚕農家の高齢化、収入の落ち込み等の問題を抱え、愛

媛県におけるシルク産業は衰退の一途を辿っている。 

こうした中、公益財団法人えひめ産業振興財団とユナイテッドシルク株式会社等が中心

となり、シルクを有効かつ多角的に活用する新しいシルク産業の創出を目指し、平成 31

年１月に産学官の連携団体である「愛媛シルク協議会」を設置した。 

「愛媛シルク協議会」は、県内において繭の生産から加工、関連商品の開発・製造及び販

売までを一貫して行える体制を構築し、産学官連携のもとシルクの多方面の活用方法を見

出すことにより、新たなシルク産業を創出することを目的として、活動している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

愛媛シルク協議会運営体制図 

 



１．愛媛シルク 

こうした中、ユナイテッドシルク株式会社では、平成 30 年度及び令和元年度に四国経

済産業局の委託事業を受託した公益財団法人えひめ産業振興財団の支援を受け、シルク加

工施設整備に向けた検討や企業間連携等によるシルク活用製品開発等の取り組みを進めて

きた。 

そして、令和２年度から３年度にかけては、公益財団法人えひめ産業振興財団が全国商

工会連合会の共同・協業販路開拓支援補助金を活用し、シルク関連商品の開発支援や、愛

媛シルクの情報発信等を行う事業の主要部分を受託するとともに、以下の取り組みに協力

してきた。 
 

（１）マーケティング拠点の設置 

松山城の登山口で観光客が多く訪れる、松山市のロープウェー商店街に、マーケティ

ング拠点「愛媛シルクショールーム」を設置した。 

ユナイテッドシルク株式会社は、受託事業者として、マーケティング拠点の整備及び

企画運営を実施した。 

「愛媛シルクショールーム」では、シルク関連製品の展示・販売を継続的に実施し、シ

ルクについての消費者の声を聞き、消費者ニーズに対応した商品開発を進めるための拠

点である。 

また、本拠点にシルク製品のレセプション機能を付与し、商品紹介、受発注、参画企

業の獲得等を併せて行うことにより、販路拡大と地域ブランドの確立に寄与する。 

店内には、約 500 本の「媛ひのき」（県産材）を贅沢に使用し、養蚕の蚕室をイメー

ジした、繭に包まれたような、心地よい空間でゆったりとシルク商品の魅力を感じなが

ら、購入できる空間とした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（２）愛媛シルクのブランディング 

「愛媛シルク」をブランド化して展開できるよう、愛媛シルクの背景を可視化したグラ

ンドデザインを開発し、「愛媛シルクシンボルマーク」として制定した。 

このシンボルマークは、参画事業者が開発した愛媛シルクを使用した商品を販売又は

販売促進のための広告物等を作成する場合に使用することができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



（３）愛媛シルクポータルサイトの開設 

愛媛シルクの歴史、「伝統と革新」、愛媛シルクの魅力について、情報発信を行うサイ

トを構築した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

産学官連携 



（４）愛媛シルクの魅力を伝える動画の制作 

愛媛県の豊かな自然を背景に、かつて基幹産業であった養蚕業の歴史、現在のシルク

事業の取組等を紹介し、地域ブランド構築に向け、愛媛シルクの魅力を伝える動画を作

成した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（５）パンフレットの制作 

「愛媛シルク」の歴史、産地としての魅力、愛媛シルク協議会、事業者の商品案内等

を伝えるパンフレットを作成した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



２．未来シルク、新たな挑戦 

愛媛県にはシルク産業の基盤として重要な「蚕種製造」「養蚕」「製糸」の施設が現存す

る、国内でも有数の産業基盤を備えている地域である。 

ユナイテッドシルクでは、2016 年の創業期より、「愛媛シルクプロジェクト」として県

内シルク産業の活性化に向けた取り組みを行ってきたが、地域の競争力をさらに高めるた

め、繭の生産から加工、商品開発・製造、販売までを一貫して行える体制の構築を目指し、

2020年度には、シルクを水溶液化、粉末化する「今治シルクファクトリー」を愛媛県今治

市に整備した。 

また、2021年度には、スマート養蚕技術を導入した「松山シルクパーク」を愛媛県松山

市に建設予定であり、川上から川下までの製造システムを構築することができる。 

シルクは様々な用途での利用が可能な未来のバイオマテリアルであり、幅広い業態の事

業者とネットワークを組むことができる。シルクを核とした新しい産業を形成し、地域経

済に貢献することが我々の掲げるビジョンである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

愛媛県内での繭の生産から加工、商品開発、販売までの流れ 

 

 

 



３．おわりに 

 今後、ユナイテッドシルク株式会社では、「愛媛シルク」の地域団体商標の取得に向け、

持続可能な取り組みを実践するために、活動を強化していきたい。 

また、内閣府が推進する「地域バイオコミュニティ」として、「愛媛シルクバイオコミ

ュニティ」の形成を行い、全国の地域バイオコミュニティとの連携を図りたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

愛媛シルクと SDGs 

 

 

 


